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令
和
元
年
度
か
ら 

大
規
模
な
周
知
活
動
を
展
開

　
千
葉
県
Ｓ
Ｃ
連
合
会
（
以
下
、
連
合

会
）
で
は
、
平
成
30
年
度
の
高
齢
者
活

躍
人
材
確
保
育
成
事
業
の
開
始
に
伴
い
、

令
和
元
年
か
ら
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
Ｐ
Ｒ
施
策
を
本
格
的
に
展
開
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
単

な
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
周

知
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
認
知
を
「
理
解
」
に
つ
な
げ
、

さ
ら
に
は
「
入
会
」
へ
の
後
押
し
に
な

る
よ
う
な
導
線
を
意
識
し
て
、
計
画
的

に
実
施
し
て
き
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

　
令
和
元
年
度
に
は
、
連
合
会
初
と
な

る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス

タ 

ｉ
ｎ 

モ
リ
シ
ア
津
田
沼
」
を
開
催

し
た
。
千
葉
県
、
千
葉
労
働
局
、
千
葉

テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
の
後
援
の
下
、

会
員
に
よ
る
仕
事
紹
介
や
シ
ン
ガ
ー
・

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
音
楽
ラ
イ
ブ
の
ほ

か
、
無
料
の
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
実
施
し
た
。
当
日
の
様
子
は
、
千
葉

テ
レ
ビ
で
も
紹
介
さ
れ
、
広
域
的
な
認

知
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
む
、
Ｐ
Ｒ
施
策

に
接
し
た
入
会
者
は
、
県
内
の
各
セ
ン

タ
ー
で
計
１
８
２
人
（
男
性
１
０
７
人
、

女
性
75
人
）と
な
り
、
女
性
比
率
が
41・

２
％
に
達
し
た
こ
と
は
、
女
性
会
員
の

増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
連
合
会
に

と
っ
て
、
未
来
へ
の
明
る
い
材
料
と
な

っ
た
。

　
同
じ
く
令
和
元
年
度
か
ら
、
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
型
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
ち
い
き

新
聞
」
に
広
告
を
掲
載
し
、
県
内
24
市

町
へ
約
１
７
０
万
部
を
配
布
し
た
。
読

者
層
の
約
４
割
が
50
歳
以
上
と
い
う
媒

体
の
特
性
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
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　千葉県ＳＣ連合会は、県内48センターの会員拡大に向け、
令和元年度からイベントや各種メディア、Ｗｅｂを活用し
た多角的な広報活動を展開してきた。認知を理解や入会へ
とつなげる導線を意識し、現場のニーズに寄り添った「セ
ンターごとに個別化されたツール」を協働で制作している。
ハローワークとの連携やＤＸ化も推進し、入会まで支える
一体的な支援でセンターの活動を後押ししている。

各
セ
ン
タ
ー
に
寄
り
添
い
、
多
角
的
な

広
報
戦
略
で
会
員
拡
大
を
支
援

公
益
社
団
法
人

千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

�

（
千
葉
県
）

写
真
左
か
ら
、
連
合
会
の
周
知
・
広
報
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
三
石
誠
司
さ
ん
、
吉
原
健
司
常
務

理
事
兼
事
務
局
長
、
藤
﨑
千
恵
子
管
理
課
長

兼
業
務
第
１
課
長
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ー
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
と
高
い
親
和
性
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が

届
か
な
い
エ
リ
ア
で
は
、
地
方
新
聞
な

ど
に
広
告
を
出
稿
す
る
こ
と
で
、
漏
れ

の
な
い
周
知
に
努
め
た
。

　
さ
ら
に
令
和
２
年
度
に
は
、
15
秒
の

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
（
千
葉
テ
レ
ビ
）
の
ス
ポ

ッ
ト
放
送
を
実
施
し
、
よ
り
幅
広
い
層

に
向
け
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

認
知
拡
大
を
図
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に
考
え 

作
る
こ
と
を
大
切
に

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
オ
ウ
ン
ド
メ

デ
ィ
ア
（
各
セ
ン
タ
ー
の
メ
デ
ィ
ア
）

を
強
化
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
理
解
促
進
に
重
点
を
置
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
①

視
覚
的
に
楽
し
め
る
デ
ザ
イ
ン
、
②
視

認
性
の
高
い
文
字
の
大
き
さ
、
③
読
み

込
ま
な
く
て
も
直
感
的
に
内
容
が
把
握

で
き
る
構
成
、
の
３
点
を
重
視
し
た
。

特
に
女
性
会
員
の
拡
大
と
い
う
課
題
を

踏
ま
え
、
親
し
み
や
す
さ
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。

　
例
え
ば
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
誰
も

が
気
軽
に
読
み
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
Ｑ
＆

Ａ
形
式
に
し
た
。
入
会
方
法
や
働
き
方

を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
と
も
に
、

「
や
り
た
い
仕
事
は
で
き
る
？
」「
収
入

を
得
て
も
年
金
は
減
ら
な
い
？
」
と
い

っ
た
シ
ニ
ア
世
代
が
抱
き
が
ち
な
素
朴

な
疑
問
を
解
消
で
き
る
内
容
と
し
た
。

　
ま
た
、
各
セ
ン
タ
ー
に
掲
示
す
る
ポ

ス
タ
ー
も
同
様
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
親
近

感
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
た
。
シ

ニ
ア
世
代
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
率

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
ポ
ス

タ
ー
の
中
央
に
は
大
き
な
二
次
元
コ
ー

ド
を
配
置
し
て
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
導
線
を
強
化
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ

ス
タ
ー
に
共
通
し
て
い
る
の
が
、
県
内

48
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
内
容
を
個
別
化
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
手
間
と
コ
ス
ト
を

か
け
て
で
も
個
別
化
に
こ
だ
わ
っ
た
理

由
を
、
連
合
会
の
周
知
・
広
報
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
務
め
る
三
石
誠
司
さ
ん
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　
「
こ
う
し
た
ツ
ー
ル
の
最
終
的
な
目

的
は
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
が
実

際
に
セ
ン
タ
ー
へ
足
を
運
ん
で
く
れ
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
セ
ン
タ
ー

名
は
も
ち
ろ
ん
、
所
在
地
や
連
絡
先
の

案
内
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
県
内
の
各
セ

ン
タ
ー
へ
本
当
に
役
立
つ
ツ
ー
ル
を
提

供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
も
ポ
ス
タ
ー
も
全
て
個
別
に
用

意
し
て
い
ま
す
」

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
に
は
、

興
味
深
い
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
「
白
い
枠
で
囲
わ
れ
た
箇
所
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
が
、
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。
実
は
こ
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
は
各
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
考
案

し
た
も
の
で
、
連
合
会
と
各
セ
ン
タ
ー

が
『
一
緒
に
考
え
て
作
る
』
こ
と
に
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
一
方
的
に
作
成
し
て

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
協
働
し
て

制
作
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」

と
三
石
さ
ん
は
明
か
す
。

　
そ
う
し
た
理
念
を
体
現
し
た
ツ
ー
ル

が
、
令
和
６
年
度
に
作
成
し
た
三
つ
折

り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
豆
パ
ン
」
で
あ
る
。

山武市のポスター。下部の白枠のキャッチコピーは
各センターの職員が考案したもので、センターごと
に異なる
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は
が
き
サ
イ
ズ
で
携
帯
性
に
優
れ
、
配

布
し
や
す
い
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
会

員
の
働
き
方
、
主
な
仕
事
、
セ
ン
タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
が
簡
潔
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
セ
ン
タ
ー
ご
と
に

内
容
を
変
え
て
い
る
。

　
こ
の
体
裁
を
考
案
し
た
吉
原
健
司
常

務
理
事
兼
事
務
局
長
は
、「『
豆
パ
ン
』

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
口
コ
ミ
に
よ
っ
て

セ
ン
タ
ー
の
会
員
拡
大
を
支
援
す
る
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
気
軽
に
持

ち
帰
れ
る
サ
イ
ズ
が
い
い
。
セ
ン
タ
ー

ご
と
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
よ
り
コ
ス
ト

は
か
さ
み
ま
す
が
、
利
便
性
を
優
先
し

ま
し
た
」
と
語
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し 

６
拠
点
で
出
張
相
談
会
を
開
催

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
提
携
も
会
員
拡

大
に
向
け
た
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。
県
内
13
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

専
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
納
品
し
、
ラ
ッ

ク
へ
配
架
す
る
ほ
か
、
生
涯
現
役
支
援

窓
口
を
通
じ
て
高
齢
の
求
職
者
へ
配
布

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
船
橋
、
館
山
、
木
更
津
、

千
葉
南
、
市
川
、
松
戸
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
は
、
管
轄
の
セ
ン
タ
ー
が
定
期
的

に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
を
経
由
し
た
入
会
者
が
着
実
に
増
え

て
お
り
、
今
や
出
張
相
談
会
は
会
員
拡

大
に
向
け
た
中
核
的
な
施
策
と
な
っ
て

い
る
。

　
吉
原
事
務
局
長
は
「
出
張
相
談
会
の

開
催
に
向
け
て
、
連
合
会
は
開
催
告
知

チ
ラ
シ
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
欠
か
し

ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
長
が
出

張
相
談
会
で
説
明
す
る
た
め
の
原
稿
作

り
を
担
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
現
場
が
無
理

な
く
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
に
工
夫

し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

「
広
報
の
Ｄ
Ｘ
化
」と 

企
業
向
け
広
報

　
連
合
会
は
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
所
有
率
の
増
加
に
応
じ
た「
広

報
の
Ｄ
Ｘ
化
」
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　
そ
の
象
徴
的
な
例
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
あ
る
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、

最
初
に
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
相

性
チ
ェ
ッ
ク
」
の
バ
ナ
ー
が
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て

い
く
う
ち
に
、
自
分
が
セ
ン
タ
ー
の
会

員
に
向
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
未
入
会
者
に
向
け
た
Ｂ
ｔ
ｏ

Ｃ
を
意
識
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り

も
、
連
合
会
と
し
て
は
異
例
の
試
み
と

い
え
る
。

　
令
和
７
年
度
に
は
、「
豆
パ
ン
」
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
豆
パ
ン
」

の
運
用
を
開
始
し
た
。
現
物
を
手
渡
し

す
る
だ
け
で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

容
易
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
「
デ
ジ
タ
ル
豆
パ
ン
」
を

転
送
す
る
機
能
も
備
え
た
。

携帯性に優れた三つ折りパンフレット「豆パン」も、センターごとに内
容を作り替えている

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
け
に
作
成
し
た
専
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
。
生
涯
現
役
支
援
窓
口
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
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ま
た
、
連
合
会
が
作
成
し
た
ツ
ー
ル

の
中
で
目
を
引
く
の
が
、
企
業
向
け
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
で
あ
る
。
企
業
に
在
籍
す

る
定
年
退
職
予
定
者
を
対
象
に
、
セ
ン

タ
ー
へ
の
入
会
を
促
す
内
容
も
記
載
さ

れ
て
お
り
、
各
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
納
品
す
る
こ
と
で
、
定
年

退
職
予
定
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化

し
て
い
る
。

　
同
じ
く
定
年
退
職
予
定
者
向
け
の
施

策
と
し
て
、
千
葉
県
が
発
行
す
る
労
働

関
係
情
報
誌
「
労
政
ち
ば
」
に
毎
号
２

ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
。
セ
ン
タ
ー
の
事
業
紹
介
や
資
料
請

求
の
案
内
を
載
せ
る
こ
と
で
、
継
続
的

に
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

実
際
に
足
を
運
ぶ
と
こ
ろ
ま
で 

支
援
す
る
の
が
連
合
会
の
役
割

　
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
趣
向
を
凝
ら
し
た

オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
作
成
、
シ
ニ
ア

世
代
の
動
向
に
合
わ
せ
た
Ｄ
Ｘ
化
─
─
。

こ
う
し
た
多
角
的
な
施
策
の
根
底
に
は
、

「
セ
ン
タ
ー
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い

う
明
確
な
目
的
意
識
が
あ
る
。

　
藤
﨑
千
恵
子
管
理
課
長
兼
業
務
第
１

課
長
は
、「
セ
ン
タ
ー
に
興
味
を
持
ち
、

実
際
に
足
を
運
ぶ
と
こ
ろ
ま
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
役
割
と
認

識
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
「
ツ
ー
ル
を
作
る
際
に
は
、
セ
ン
タ

ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
現
場
の

課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
使
い
た
い
も

の
、
使
い
や
す
い
も
の
を
提
供
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
要
望
に
応
え

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
現
場

と
の
一
体
感
を
重
視
し
な
が
ら
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
サ
ポ
ー

ト
を
通
じ
て
各
セ
ン
タ
ー
が
成
果
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る

こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
三
石
さ
ん
は
語
っ
た
。

（
川
上
和
義
）

相
性
チ
ェ
ッ
ク
を
配
置
し
た
連
合
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
。
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｃ
を
意
識

し
た
作
り
に
な
っ
て
い
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
相
性
チ
ェ
ッ
ク
の

チ
ャ
ー
ト
。
イ
ラ
ス
ト
を
使
う
こ
と
で
セ
ン

タ
ー
へ
の
親
近
感
を
高
め
、
入
会
を
促
す
工

夫
を
施
し
た

連合会が作成した企業向けリーフレット。企業に在籍する
定年退職予定者へのアプローチを強化している


